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自己免疫性胃炎（autoimmune gastritis：
AIG）は，従来，悪性貧血や胃神経内分泌腫
瘍の背景疾患として認識されることが多かっ
たが，近年，内視鏡診断能の向上，病理診断
の蓄積，血清学的診断の普及，さらには H. 

pylori 感染率の低下という時代背景のなか
で，日常診療において遭遇する機会が増加し
ている。AIG は体部優位の高度萎縮性胃炎と
いう特徴的な病態を示す一方で，その発症機
序や自然史，H. pylori 胃炎との関係，腫瘍発
生リスクについては，なお明らかでない点も
少なくない。

本特集では「自己免疫性胃炎 2026」と題
し，AIG の疾患概念，診断基準，自己抗体，
発生機序，病理所見，自然史といった総論か
ら，内視鏡所見，H. pylori 胃炎との鑑別，胃
がん検診における取り扱いまで，実臨床で直
面する課題を幅広く取り上げた。また，AIG
に合併する悪性貧血，過形成性ポリープ，早
期胃癌，胃底腺型胃癌，胃神経内分泌腫瘍な
どについても，各領域の専門家により最新の
知見を報告いただいている。

AIG に関連する内視鏡所見としては，体部
優位の萎縮，固着粘液，蜘蛛の巣様粘液など
が注目されているが，病期の進行や H. pylori

感染・除菌歴の影響により，その像は一様で
はない。さらに，壁細胞の減少・消失に伴う
低酸・無酸環境は胃内細菌叢の変化をもたら
し，AIG の病態や腫瘍発生との関連に新たな
視点を与えている。AIG は単なる「萎縮性胃
炎」の一型ではなく，免疫，酸分泌，細菌
叢，腫瘍発生が交差する疾患として再認識さ
れつつある。

本特集が，自己免疫性胃炎に対する理解を
深めるとともに，内視鏡医，病理医，消化器
診療に携わる多くの先生方にとって，AIG を
より的確に診断し，長期的に管理するための
一助となれば幸いである。特に注目していた
だきたい項目は，河内先生執筆された病理標
本から AIG を診断する画期的方法である。
AIG は，まさに「見つける疾患」から「診断
し，評価し，見守る疾患」へと位置づけが変
わりつつある。本号がその新たな診療の方向
性を考える契機となることを期待したい。

（東京医科大学病院健診予防医学センター
河合　隆）
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